
～奈良を舞台に日本の威信を賭けた

2026年7月9日（木）15時～17時30分
奈良県コンベンションセンター コンベンションホールC

巨大事業から技術大国の礎に迫る～
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コンクリート工学年次大会2026（奈良） 2026年７月９日

－1972年3月21日ー

• 「世紀の大発見」 空前の古代史・考古学ブーム
⇒1975年 人口7000人の明日香村に180万人余りの観光客

• 給付金付き記念切手の発行（1億2050万枚発行）
• 1980年明日香村における歴史的風土の保全及び生活環境の整備等

に関する特別措置法の制定

→2026年 ユネスコ世界文化遺産「飛鳥藤原の宮都」?
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1976年（昭和51） 保存施設の完成
1階コンクリート現場打ち 2階PC版
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下位版築からは緑泥石、セピオライトが含
まれる（地域地盤研究所・北田奈緖子氏）。

京都大学工学部・三村衛教授による版築強度試験

北田奈緒子2017「版築の組成や成因に関する地質学的検討」
『特別史跡高松塚古墳発掘調査報告』文化庁

三村 衛2017「版築強度試験」
『特別史跡高松塚古墳発掘調査報告』文化庁

つきぼう
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⇒接合面の合欠や段、直線的な形状を削出す際の割り付け線
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『春日権現験記絵（摸本）』「竹林伝造営図」（1309年）東京国立博物館蔵

早川和子氏画
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⇒高松塚古墳の高度な石材加工技術は、
国家的造営事業における石材加工の発展と密接に関連。

奈良文化財研究所2003『古代の官衙遺跡』Ⅰ遺構編より
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平城宮大極殿院の復元研究

建築考古学の現場

コンクリート工学年次大会2026（奈良）

奈良文化財研究所 文化遺産部
建造物遺構研究室長 鈴木智大

※本発表は、奈良文化財研究所及び関係いただいた方々の成果を紹介するものです。 図版：奈良文化財研究所
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奈良時代前半 奈良時代後半

平城宮

平城宮第一次大極殿院

第一次大極殿院
奈良時代前半

Ⅰ－１ 期 Ⅰ－２ 期 Ⅰ－３ 期 Ⅱ 期

西 宮
奈良時代後半
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大極殿

大極殿
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大極殿

大極殿
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南門

南門
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南門

南門
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東楼

東楼

側柱：掘立柱

内部柱：礎石 掘立柱
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西楼

西楼

側柱：掘立柱

内部柱：礎石 掘立柱
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東楼

東楼
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東楼

東楼
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東楼

現代建築としての
復元建物

朱雀門

大極殿

小屋組 桔木 上重 補強

基壇 免震装置 上重 補強
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現代建築としての
復元建物

南門

東楼

上重小屋組 水平ブレース 上重 制振装置

上層 鉄骨フレーム 上層 鋼管支柱

主要参考文献
『平城宮朱雀門の復原的研究』1994
『平城宮第一次大極殿の復原に関する研究 １～４』2009・2010
『平城宮第一次大極殿院の復原研究』2025
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